





　平成 27 年版犯罪白書によると、2014 年度の























































































































































































































































































































































図１．事例 01 ～事例 35 の人生径路まとめ
－ 198 －
「社会資源と繋がる」
※ Eの 6 つとも、35 事例中 8 事例繋がりが
見られた。
２）Fの「気持ちの面での回復」と最も繋が
りが深かったEは「社会資源と繋がる」
　※「社会資源と繋がる」の次に繋がりが深
かった Eは「内面の状態・理解」「プラス
に繋がる新たな出会い」
３）Fの「プラスの結果」と最も繋がりが深
かったEは「社会資源と繋がる」
４）Fの「症状の改善」と最も繋がりが深かっ
たEは「社会資源と繋がる」
５）Fの「誰かのために何かができるように
なる」と最も繋がりが深かったEは「内面
の状態・理解」
　※上記で示しているFとは回復の内容につ
いての大項目のことである。
第 3 章　事例からみた性的被害サバイバーに対す
　　　　る支援のあり方
１．性的被害サバイバーに対する理解を深める
　ために心に留めておくべき事柄
　ここでは第２章の分析結果を踏まえ、重要な
ポイントだと思う８項目について整理と考察を
行った。
１）相談意欲低下の本質
２）「外に出す」という体験がもたらす二極化
した性質
３）誰にも相談できない苦しさの代替となりえ
るもの
４）実体験を話しやすい相手、話しにくい相手
がいることの実態
５）経験として得られなかった「ぬくもり」や
「愛情」を“性接触”をすることで得ようとす
る心理傾向の実態
６）性的被害サバイバーが自分の感情に気付く
重要性
７）性的被害の事実を開示したことを肯定的に
捉えられる瞬間
８）性的被害を受けたことで変わりえる “性接
触像 ”の回復
２．性的被害サバイバー支援を行うための必要
　条件
　ここでは３つの条件を示した。
①無条件に受け止めてほしいという気持ちへ
の対応
②異変に気付き、継続して寄り添う存在
③自身のアイデンティティーを回復すること
ができる機会の充実
３．性的被害サバイバーへの支援のポイント
　分析結果から捉えることのできた現状ではま
だ満たすことができてない実態に注目し、以下
の３つの条件を設定した。
①回復のきっかけを複数体験できる機会の保障
②支援者側の意識の変革
③被害の重さは周りの人が決めるものではな
いという認識をもつ重要性
４．本研究の成果と今後の課題
　本研究では 35 人の性的被害サバイバーのラ
イフステージを丁寧に追ったことで、回復の
きっかけとなる機会や出会いの析出ができた。
また、性的被害サバイバーに対する理解を深め
るために知っておくべき８項目の事柄について
と、支援を行うための必要条件の提示・性的被
害サバイバーへの支援のポイントを明らかにす
ることができた。だが、性的被害サバイバーが
実体験の開示をできてこそ取り組める研究だっ
たため、語られていないことについて把握する
ことには限界があり、本研究では 35 人の性的
被害サバイバーが開示してくれた断片的なもの
でしか分析ができなかった。そのため、今後は
本研究では明らかにできなかった「今まで語る
ことのできなかった実体験」から把握すること
ができる回復へ繋がる可能性の高い機会や出会
い、支援のポイントを本研究の分析結果を検証
しつつ、さらに創出していくことが今後の課題
であると考える。
